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【告示】

番 号 表 題 担当課名

３８３ 令和６年度徳島県一般会計補正予算（第１ 財政課

号）及び令和６年度徳島県病院事業会計補

正予算（第１号）の要領を公表する件

３８４ 生活保護法の規定による医療機関を指定し 地域共生推進課

た件

３８５ 生活保護法の規定による指定医療機関から 同

所在地の変更について届出があった件

３８６ 生活保護法の規定による指定医療機関から 同

廃止について届出があった件

３８７ 生活保護法の規定による指定医療機関から 同

休止について届出があった件

３８８ 生活保護法の規定による指定医療機関の辞 同

退があった件

３８９ 生活保護法の規定による介護機関を指定し 同

た件

３９０ 生活保護法の規定による指定介護機関から 同

廃止について届出があった件

３９１ 生活保護法の規定による施術機関を指定し 同

た件

３９２ 同 同



【告示】

番 号 表 題 担当課名

３９３ 生活保護法の規定による指定施術機関から 同

廃止について届出があった件

３９４ 生活保護法の規定による指定施術機関から 同

住所の変更について届出があった件

３９５ 救急病院を定めた件 医療政策課

広域医療室

３９６ 解除予定保安林を告示する件 森林土木・保全課

３９７ 土地収用法の規定に基づく事業の認定をし 用地対策課

た件

３９８ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

３９９ 同 同



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六

年
七
月
三
日
徳
島
県
議
会
の
議
決
を
経
た
令
和
六
年
度
徳
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
及
び
令

和
六
年
度
徳
島
県
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
要
領
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
企
画
総
務
部
財
政
課
、
県
庁
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
及
び
県
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関
と
し

て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

名

称

所

在

地

開

設

者

指
定
年
月
日

名
手
耳
鼻
咽
喉
科

徳
島
市
新
町
橋
二
丁
目
一
三

医
療
法
人
名
手
耳
鼻
咽

令
和
六
年
四
月

喉
科

一
日

ｆ
歯
科
あ
ら
た
の

阿
南
市
新
野
町
是
国
七
四
―
二

吉
田

有
里

同

大
塚
歯
科
医
院

阿
波
市
阿
波
町
南
整
理
七
六
―
四

医
療
法
人
慶
寿
会

同

ア
ッ
プ
ル
調
剤
薬
局
羽
ノ

阿
南
市
羽
ノ
浦
町
宮
倉
芝
生
四
一

株
式
会
社
ア
ッ
プ
ル
調

同

浦
店

―
二

剤
薬
局

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

徳
島
市
鮎
喰
町
一
丁
目
五
八
―
一

医
療
法
人
清
流
会

同

そ
よ
か
ぜ

二
〇
三

ア
イ
調
剤
薬
局
海
部
店

海
部
郡
牟
岐
町
大
字
中
村
字
杉
谷

株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
・
ワ

同

五
月

一
八
二
―
一

イ

一
日

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
三
五
―
二

夢
か
な
う
ま
で
挑
戦
す

同

夢
か
な
う
ま
で
挑
戦

二
Ｆ
全
国
一
般
内

る
株
式
会
社

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

同

六
丁
目
三
一

本

合
同
会
社
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ

同

け
や
き

谷
事
務
所
六
号
室

レ
デ
イ
薬
局
沖
浜
店

同

沖
浜
町
南
開
三
二
二
―
一

株
式
会
社
レ
デ
イ
薬
局

同

六
月

一
日

ア
イ
ン
薬
局
中
島
田
店

同

中
島
田
町
三
丁
目
六
〇
―

株
式
会
社
ア
イ
ン
フ
ァ

同

一

ー
マ
シ
ー
ズ

井
上
調
剤
薬
局
市
場
店

阿
波
市
市
場
町
香
美
字
郷
社
本
二

有
限
会
社
井
上
調
剤
薬

同

三
〇
―
一
〇

局

ひ
だ
ま
り
訪
問
看
護
ス
テ

徳
島
市
国
府
町
早
淵
三
五
―
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人

同



ー
シ
ョ
ン

サ
ン
シ
テ
ィ
国
府

ど
り
ー
ま
ぁ
サ
ー
ビ
ス



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機

関
の
所
在
地
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

所

在

地

名

称

開

設

者

変
更
年
月
日

旧

新

リ
ラ
イ
訪
問
看
護
ス

徳
島
市
論
田
町
本
浦
中

徳
島
市
末
広
四
丁
目
五

合
同
会
社
Ｒ

令
和
六
年
五
月

テ
ー
シ
ョ
ン

一
一
―
三

―
二
四
―
四

Ｅ
Ｌ
Ｙ

一
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機

関
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

名

称

所

在

地

開

設

者

廃
止
年
月
日

宇
山
歯
科

徳
島
市
住
吉
六
丁
目
一
―
八

宇
山

孝
英

令
和
五
年
十
二

月
二
十
四
日

久
米
川
歯
科
医
院

同

入
田
町
春
日
一
一
〇

髙
橋

一
浩

令
和
六
年
二
月

二
十
九
日

祖
谷
口
調
剤
薬
局

三
好
市
山
城
町
下
川
五
四
五
―
三

し
こ
く
調
剤
株
式
会

同

三
月

社

一
日

ア
ッ
プ
ル
調
剤
薬
局
鯛
浜
店

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
原
四
六
―

株
式
会
社
ア
ッ
プ
ル

同

六

調
剤
薬
局

十
一
日

小
松
島
市
休
日
診
療
所

小
松
島
市
小
松
島
町
字
新
港
九
―

小
松
島
市

同

一
〇

二
十
七
日

太
陽
堂
薬
局

徳
島
市
大
道
二
丁
目
四
三
―
一

伊
藤

な
ほ
み

同三
十
日

名
手
耳
鼻
咽
喉
科

同

東
大
工
町
一
丁
目
二
三

医
療
法
人
名
手
耳
鼻

同

咽
喉
科

三
十
一
日

森
本
内
科
胃
腸
科

阿
南
市
富
岡
町
あ
石
一
六
―
一

医
療
法
人
森
本
内
科

同

胃
腸
科

川
人
医
院

阿
波
市
阿
波
町
勝
命
二
二
七
―
三

深
田

君
代

同

大
塚
歯
科
医
院

同

南
整
理
七
六
―
四

大
塚

憲
廣

同

宮
田
歯
科
医
院

徳
島
市
東
船
場
町
二
丁
目
二
一
―

宮
田

明
徳

同

二

門
田
薬
局
沖
洲
店

同

北
沖
洲
三
丁
目
二
―
三

株
式
会
社
メ
デ
ィ
シ

同



ス

ア
ッ
プ
ル
調
剤
薬
局
羽
ノ
浦

阿
南
市
羽
ノ
浦
町
宮
倉
芝
生
四
〇

株
式
会
社
ア
ッ
プ
ル

同

店

―
一
八

調
剤
薬
局

中
西
歯
科
医
院

阿
波
市
市
場
町
山
野
上
字
白
板
二

中
西

巧

同

四
月

三
四
―
一

一
日

ク
リ
ニ
ッ
ク
宙

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八
上
八

豊
田

滋
生

同

九
―
一

三
十
日

ア
イ
調
剤
薬
局
海
部
店

海
部
郡
牟
岐
町
大
字
中
村
字
杉
谷

株
式
会
社
三
愛
薬
局

同

一
八
二
―
一

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
万

徳
島
市
八
万
町
上
福
万
二
二
〇
―

合
同
会
社
万
葉

同

五
月

葉

一
三

二
日

ア
イ
ン
薬
局
中
島
田
店

同

中
島
田
町
三
―
五
〇

株
式
会
社
ア
イ
ン
フ

同

ァ
ー
マ
シ
ー
ズ

三
十
一
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機

関
の
休
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

名

称

所

在

地

開

設

者

休
止
年
月
日

越
智
内
科
胃
腸
科

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
原
五
一
―

医
療
法
人
越
智
内
科

令
和
六
年
二
月

一

胃
腸
科

二
十
八
日

え
も
と
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

徳
島
市
北
沖
洲
三
丁
目
一
―
二
四

医
療
法
人
え
も
と
こ

同

四
月

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
日

三
好
市
国
民
健
康
保
険
大
野

三
好
市
山
城
町
大
野
五
〇
八
―
二

三
好
市

同

診
療
所



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
定
医
療
機
関
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

名

称

所

在

地

開

設

者

辞
退
年
月
日

愛
日
病
院

徳
島
市
佐
古
五
番
町
四
―
三

医
療
法
人
ゆ
う
あ
い

令
和
六
年
三
月

会

三
十
一
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

主
た
る
事
務
所
の

指
定
に
係
る

指

定

に

係

る

名

称

事
業
の
種
類

指
定
年
月
日

所

在

地

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

医
療
法
人
ゆ
う
あ
い
会

徳
島
市
佐
古
五
番
町
四

佐
古
あ
い
じ
つ
ク
リ
ニ

徳
島
市
佐
古
四
番
町
六

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

令
和
六
年
四
月

―
三

ッ
ク

―
一
一

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

一
日

株
式
会
社
セ
ガ
フ
ァ
ー

同

沖
浜
町
明
治
開

サ
ザ
ン
調
剤
薬
局
城
東

同

徳
島
町
二
丁
目

居
宅
療
養
管
理
指
導

同

五
月

マ

三
四
二

五
五
―
二

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

一
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機

関
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指
定

に
係

る

指

定

に

係

る

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

事
業
の
種
類

廃
止
年
月
日

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

有
限
会
社
徳
島
ケ
ア
シ

小
松
島
市
中
田
町
字
新
開
四

有
限
会
社
徳
島
ケ

小
松
島
市
中
田
町
字
新
開
四

通
所
介
護

令
和
六
年
五
月

ス
テ
ム

八

ア
シ
ス
テ
ム
デ
イ

八

介
護
予
防
通
所
介
護

三
十
一
日

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら

同

同

有
限
会
社
徳
島
ケ

同

居
宅
介
護
支
援

同

ア
シ
ス
テ
ム
居
宅

介
護
支
援
事
業
所

さ
く
ら



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
施
術
機

関
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

施
術
者
の
氏
名

施
術
所
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

三
屋
田

健
介

み
や
た
接
骨
院

阿
南
市
羽
ノ
浦
町
中
庄
蔵
ノ
ホ
ケ

令
和
六
年
四
月

四
二
―
一

一
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
施
術
機

関
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

施
術
者
の
氏
名

施
術
者
の
住
所

指
定
年
月
日

正
岡

弘

鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
字
大
池
三
〇
―
二
一

令
和
六
年
六
月
十
四
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
施
術
機
関
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

施
術
者
の
氏
名

施
術
所
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地

廃
止
年
月
日

秋
山

雅
志

あ
き
や
ま
整
骨
院

板
野
郡
北
島
町
江
尻
字
松
ノ
本
一

令
和
五
年
十
二

七
―
二

ラ
イ
ト
北
島
Ｂ

月
六
日

佐
野

光
代

ク
レ
ア
鍼
灸
院

徳
島
市
北
矢
三
町
三
丁
目
三
―
一

令
和
六
年
四
月

三

コ
ー
ポ
林
第
二
ビ
ル
一
〇
三

三
十
日

河
村

公
子

同

同

同



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
施
術
機
関
の
指
定
を
受
け
た
施
術
者
の
住
所
の
変
更
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

施
術
者
の
住
所

施
術
者
の
氏
名

変
更
年
月
日

旧

新

近
藤

充
久

徳
島
市
名
東
町
二
丁
目

徳
島
市
名
東
町
二
丁
目

令
和
六
年
四
月
十
二
日

五
四
九

メ
ゾ
ン
中
村

五
九
一
―
一

ハ
イ
ツ

一
〇
三
号

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
一
〇
七

号



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

救
急
病
院
と
し
て
、
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

名

称

所

在

地

認
定
が
効
力
を
有
す
る
期
限

吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
字
西
知
恵
島
一

令
和
九
年
五
月
三
日

二
〇



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

次
の
保
安
林
を
解
除
予
定
保
安
林
に
し
た
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）

第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

海
部
郡
海
陽
町
浅
川
字
入
口
一
の
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

魚
つ
き

三

解
除
の
理
由

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に

基
づ
き
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

起
業
者
の
名
称

名
西
消
防
組
合

二

事
業
の
種
類

名
西
消
防
組
合
消
防
本
部
及
び
石
井
消
防
署
新
庁
舎
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

申
請
に
係
る
事
業
は
、
名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原
地
内
を
起
業
地
と
す
る
名
西
消
防
組
合

消
防
本
部
及
び
石
井
消
防
署
新
庁
舎
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁

舎
、
工
場
、
研
究
所
、
試
験
所
そ
の
他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

起
業
者
で
あ
る
名
西
消
防
組
合
は
、
名
西
郡
石
井
町
及
び
神
山
町
の
二
町
が
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
に

設
け
た
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
。
令
和
四
年
七
月
に
「
名
西
消
防
組
合
消
防
本
部
・
石
井
消
防
署
庁

舎
建
設
検
討
準
備
委
員
会
」
を
設
置
し
、
令
和
五
年
一
月
に
は
、
目
指
す
庁
舎
の
指
針
と
な
る
「
名

西
消
防
組
合
消
防
本
部
及
び
石
井
消
防
署
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
」
と
、
基
本
構
想
で
決
定
し
た
庁

舎
箇
所
で
の
詳
細
目
標
を
掲
げ
た
「
名
西
消
防
組
合
消
防
本
部
及
び
石
井
消
防
署
新
庁
舎
整
備
基
本

計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
本
件
事
業
に
関
す
る
財
源
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
起
業

者
で
あ
る
名
西
消
防
組
合
は
本
件
事
業
を
施
行
す
る
権
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
起
業
者
が
当
該
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る

者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

（一）

現
在
の
名
西
消
防
組
合
消
防
本
部
及
び
石
井
消
防
署
庁
舎
（
以
下
「
本
庁
舎
」
と
い
う
。
）
は

、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
防
災
拠
点
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
石
井
町
役
場
が
災
害
対
策
本
部

庁
舎
機
能
を
維
持
で
き
な
い
場
合
の
代
替
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
建
築
後
四
十
四

年
が
経
過
し
、
多
数
の
亀
裂
や
雨
漏
り
が
発
生
し
、
一
部
で
は
爆
裂
部
分
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
経

年
劣
化
の
進
行
が
著
し
く
、
耐
震
強
度
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
洪
水
に
よ
る
浸

水
対
策
機
能
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、
将
来
起
こ
り
う
る
と
さ
れ
る
洪
水
の
発
生
時
に
お
い
て
は



機
能
不
全
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
本
庁
舎
は
耐
震
性
能
や
浸
水
対
策
機
能
の
不

足
か
ら
、
救
命
活
動
及
び
救
護
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
各
種
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
資
機
材
の
拡
充
や
消
防
車
両
の
増
強
・
大
型
化
等
に
よ

り
本
庁
舎
及
び
本
庁
舎
敷
地
の
狭
あ
い
化
が
著
し
く
、
慢
性
的
な
収
納
不
足
や
、
訓
練
施
設
を
庁

舎
敷
地
内
に
設
置
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
訓
練
内
容
の
制
限
及
び
緊
急
出
動
の
遅
延
の
お
そ
れ
等

の
問
題
が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
来
庁
者
の
駐
車
場
も
不
足
し
、
本
来
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
以
外
へ
の

駐
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
に
事
故
の
発
生
や
出
動
時
の
障
害
と
な
る
懸
念
が
生
じ
て
い

る
。加

え
て
、
本
庁
舎
は
多
様
な
来
庁
者
を
迎
え
る
公
共
施
設
と
し
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
及
び
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
来
庁
者
に
負
担
を
強
い
て
い
る
状
況
が
生
じ
て
い

る
上
に
、
当
直
勤
務
に
必
要
な
女
性
専
用
の
施
設
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
消
防
官
の

活
躍
の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
施
設
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
消
防
行
政
の
充
実
強

化
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

本
件
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
本
庁
舎
の
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
、
耐
震
性
能
及
び
浸
水
対
策
機
能

の
不
足
等
の
抜
本
的
な
解
決
が
図
ら
れ
、
敷
地
内
の
訓
練
施
設
や
女
性
消
防
官
の
た
め
の
設
備
を

備
え
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
消
防
行
政
に
資
す
る
施
設
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
た
全
て
の
来
庁
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
快
適
な
庁
舎
が
実
現
す
る
。
同

時
に
、
防
災
及
び
緊
急
医
療
用
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
受
援
時
に
使
用
す
る
厨
房
等
の
設
備
を
新
設
し

、
受
援
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
災
害
時
に
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
機
能

も
有
す
る
庁
舎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公
益
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
本
件
事
業
に
お
け
る
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法

律
第
八
十
一
号
）
及
び
徳
島
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
六
号
）

に
定
め
る
対
象
事
業
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
件
事
業
の
施

行
に
お
い
て
規
制
基
準
を
上
回
る
騒
音
及
び
振
動
が
予
測
さ
れ
る
工
種
は
な
い
た
め
、
工
事
期
間

中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起
因
す
る
周
辺
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

失
わ
れ
る
利
益

（二）

起
業
者
が
行
っ
た
現
地
調
査
及
び
文
献
調
査
に
よ
る
と
、
本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
は
、
絶
滅

の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に

よ
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
並
び
に
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
徳
島
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
お
い

て
起
業
者
が
保
護
の
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
よ
り
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
の
特

別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

事
業
計
画
の
合
理
性

（三）

本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
石
井
町
内
各
地
区
へ
の
救
急
及
び
火
災
の
出
動

状
況
、
災
害
時
に
災
害
対
策
本
部
と
な
る
石
井
町
役
場
と
の
距
離
、
過
去
の
洪
水
時
に
お
け
る
浸

水
状
況
、
必
要
と
な
る
敷
地
面
積
の
確
保
の
可
否
等
を
条
件
と
し
て
選
定
し
た
三
つ
の
候
補
地
に

つ
い
て
比
較
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
救
急
出
動
頻
度
が
高
い
地
域
へ
の
平
均
到
達
時
間
が
最
短



で
あ
り
、
石
井
町
役
場
に
最
も
近
く
、
神
山
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
優
れ
て
い
る
こ
と
、
浸
水
対
策

と
し
て
施
工
す
る
か
さ
上
げ
高
が
低
く
事
業
費
が
最
も
低
廉
で
あ
る
こ
と
等
、
社
会
的
、
技
術
的

及
び
経
済
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
本
件
事
業
の
起
業
地
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

で
述
べ
た
「
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
」
と

で
述
べ
た
「
失
わ
れ
る
利
益

（一）

（二）

」
と
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に

優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
事
業
計
画
が
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

（一）

３
の

で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
庁
舎
は
老
朽
化
や
施
設
規
模
の
狭
あ
い
化
と
い
っ
た
様
々
な
課

（一）

題
を
抱
え
て
お
り
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
な
ど
、
大
規
模
自
然
災
害
の
脅
威
に
備
え

る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
本
件
事
業
を
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

（二）

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
の
面
積
で

あ
る
と
と
も
に
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

石
井
町
役
場
総
務
課



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
鳴
門
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

鳴
門
市
大
津
町
徳
長
字
前
ノ

越
一
一
番
四
地
先
か
ら

旧

四
・
六
〜
六
・
九

三
一
八
・
四

５

同

８

粟
津
港

１

九
〇
番
一
地
先
ま
で

同

新

四
・
六
〜
七
・
一

三
一
八
・
四



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
六
年
七
月
二
十
六
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
六
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
井
川
町
吉
ノ
木
二
七

一
七
番
一
五
四
地
先
か
ら

旧

三
・
〇
〜
五
・
五

一
三
〇
・
〇

同

二
七

５

一
七
番
一
一
〇
地
先
ま
で

６

腕
山
花
ノ
内

２

三
好
市
井
川
町
西
鳥
越
一
二

四
一
番
三
地
先
か
ら

新

五
・
八
〜
一
五
・
二

一
三
〇
・
〇

同

吉
ノ
木
二
七

一
七
番
一
一
〇
地
先
ま
で
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